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１９７４年、東京都生まれ

■ 小学校時代

２年生からスイミングスクールに通っ

ていた。背泳ぎが得意だった

■ 中学校時代

バレーボール部に入った。本もよく読

んでいた。看護師が書いた作品を読ん

だことをきっかけに、医療関係の仕事

に興味を持つ

■ 高校時代
つ る が お か

日本大学鶴ケ丘高校に進学。１年生の

時に、野球部が全国高校野球選手権大

会に出場した。阪神甲子園球場（兵庫

県）で応援したのは「楽しい思い出」

■ 大学時代

日本大学文理学部心理学科に進学。地

域の手話サークルに参加した時に、コ

ミュニケーションに困っている人のた

めに力を尽くす仕事に興味を持つ

■ 社会人

大学卒業後、東京学芸大学の非常勤職

員として１年働く。言語聴覚士を目指

すために専門学校に進学。２０００年に実

施された言語聴覚士の試験に合格。複

数の病院に勤める

■ ２０２０年

国立病院機構 東京病院に勤め始める
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言語聴覚士に向いているのは、次のよ

うな強みがある人です。

①人と話すのが好き…話すことが多い仕

事なので、コミュニケーションをとるの

を楽しめることが大切です。

②心身ともに健康…患者と長く付き合う

仕事。体だけでなく心も元気でないと、

相手の気持ちにしっかり向き合えないこ

とも考えられます。

③笑顔…言語聴覚士が笑顔だと、患者も

相談しやすくなったり、安心したりする

ことが多いです。

言語聴覚士になるには、国家試験に合

格して厚生労働大臣の免許を受けなけれ

ばなりません。

受験をするためには、「文部科学大臣

が指定する学校、または都道府県知事が

指定する養成所を卒業する」「指定科目を

履修した大学卒業者」などの要件があり

ます。

言語聴覚士は１９９７年に国家資格になり

ました。資格をもっている人は、２０２３年３

月時点で４万人近くとなっています。活

躍の場は、病院、介護施設、学校などです。

絵や文字がかいてある資料。患者とコ

ミュニケーションをとりやすくするため

に使います。

コミュニケーション回復に力

言
語
聴
覚
士

笑顔で人と話せる

（第三種郵便物認可）

小
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）

コミュニケーションファイル

小池京子さん＝どちらも１２日、東京都清瀬市

２０２４年（令和６年）６月２３日

国家資格取得が必要

訓練は絵がかいてある資料を見せ

ながら進めます
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ななりりたたいい人人へへ 向向いいてていいるる人人はは？？
必須
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